
事 業 名 第８回生涯学習フェスティバル 

目 的 生涯学習実践者が一堂に会し、学習成果を発表し、生涯学習の啓発を図る。 

実施主体 佐渡市教育委員会 社会教育課 

参加対象 一般 参加者数 延べ 450名 

回 数 １回 日 数 半日 時 間 ４時間30分

場 所 アミューズメント佐渡 

内 容 

回 期日･時間

１ 

12月９日（火）～12日（金） 18:00～20:00 リハーサル（全団体） 

12月15日（日） 開場 10:00  開演 10:30  終了予定 16:30 ※入場無料 

内

容

・

方

法 

【第１部】講座 

講演「西三川砂金山の歴史」 講師 佐渡市世界遺産推進課 調査係 主任 若林 篤男 氏 

※講演終了後、「砂金音頭」披露 

【第２部】芸能発表 

公民館自主講座登録団体による芸能発表（１団体５分）24団体 

◆出演団体一覧

（特別出演）北方子供鬼太鼓、ストリートダンス教室（佐和田地区公民館講座）

（両津）２団体、（相川）１団体、（佐和田）４団体、（金井）１団体、

（新穂）３団体、（畑野）３団体、（真野）４団体、

（羽茂）１団体、（赤泊）１団体、（合同出演）２団体

【同時開催】

◆図書館コーナー

・おはなし会（佐渡子どもと絵本をつなぐ連絡会）

 ・展示コーナー（図書館活動を紹介）

◆販売コーナー

・障がい福祉施設による授産品の販売（カレーライス・パンなど）

・佐渡市連合婦人会による販売（石鹸・わかめなど）

◆健康体力測定コーナー

 ・レク式体力チェック

成 果 ・公民館自主講座登録団体が日頃の成果を発表し、地域の伝統芸能を観覧してもらうこと

で、市民の生きがいや楽しみづくりを体験してもらう他、伝統芸能を継承する場とする

ことができた。

・会場内に、販売コーナー、図書館コーナー、健康体力測定コーナーを同時開催し、延べ

450名もの多くの方々から参加いただいた。

課 題 ・生きがいや楽しみのきっかけづくりとして、老若男女が楽しめる企画内容とする。 
・参加者だけでなく来場者を更に増やすためにも開催ＰＲが課題となる。

問合せ先 佐渡市教育委員会社会教育課（担当：土屋貴伸） ℡ 0259-27-4185 
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事 業 名 

 
 
目 的 
 
実施主体 
 
参加対象                    参加者数 
 
回 数           日 数            時 間  
 
場 所 
 
内 容  
 
回 期日･時間  テーマ 講師等 

１ 

２月５日（木） ３倍伝わる話し方を学ぼう！ 
ライフコーチ 

 大原 幸夫 
内

容

等 
・自分の考えを上手く相手に伝えるための「伝える力」を身につける。 

２ 

期日･時間  テーマ 講師等 

２月12日（木） 
ホントのワタシって何者！？ 

～セルフコーチングでモチベーションＵＰ！～ 

保健師 

 鈴木 美和 
内

容

等 
・自分自身を知り、どんな自分になりたいかを考える。 

３ 

期日･時間  テーマ 講師等 

２月19日（木） 笑顔は魔法のスパイス 
ＮＡＭＡＲＡ 

 江口 歩 
内

容

等 
・好感度ＵＰにつながる「スマイル・コミュニケーション」を身につける 

４ 

期日･時間  テーマ 講師等 

２月25日（水） 会話が弾む魔法の鍋を作ろう 
 

内

容

等 
・鍋を作りながら、参加者同士で情報交換をする。 

３ 

期日・時間 テーマ 講師等 

３月５日（木） 頑張る先輩の話を聞こう！ 
ﾋｯｺﾘｰｽﾘｰﾄﾗﾍﾞﾗｰｽﾞ 

迫 一成 
内

容

等 
・頑張っている先輩の体験談や人生観を聞く。 

 
成 果   
 
 
 
課 題   
 
 
 
 
問合せ先 

  ユースセミナー   

社会人としての能力を高めるととともに，今後の仕事や生活について深く考える機

会とする。また，参加者同士で情報交換し，他業種の人とのネットワークを広げる

機会とする。 

新潟市中央公民館 

２０歳代の働く人 ２０名程度 

５回 ５日 １０時間 

新潟市中央公民館 

新潟市中央公民館事業係（担当：佐藤 仁宏）電話：025-224-2088 

・講座内容を講義だけでなく、話し合いの場を多く取り入れることにより、受講者

の交流する機会を増やしネットワークを広げられるよう考慮している。 
・昨年度受講者より企画委員として事業企画の協力をいただいており、受講者の 
 ニーズに応じた講座企画を行っている。 
・例年受講者同士の交流は図られているが、サークル化までは進展していない。 
 講座終了後も若い世代から，引き続き公民館を利用してもらえるよう，働きかけを

行っていきたい。 
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平成 26 年度ユースセミナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代の働く人必見 

ライフコーチ 

大原 幸夫さん 

自分の考えを上手く相手に伝えるため

の，「伝える力」を身につける。 

 

お問い合わせ：新潟市中央公民館 ０２５－２２４－２０８８ 

無料 

※調理実習代（実費）が別途かかります 

２０歳代の働いている人 先着２０人 

新潟市中央公民館（クロスパルにいがた） 
（新潟市中央区礎町通３ノ町２０８６番地） 

２月５日から３月５日 

毎週木曜日 １９：００～２１：００ 

平成 27 年 

保健師 

鈴木 美和さん 

ＮＡＭＡＲＡ代表 

江口 歩さん 

ﾋｯｺﾘｰｽﾘｰﾄﾗﾍﾞﾗｰｽﾞ代表 

迫 一成さん 

ユースセミナー企画委員 

 

自分自身を知り，どんな自分になりた

いかを考える。 

好感度ＵＰ

コミュニケーション」を身につける。 

頑張っている先輩の体験談や人生観を

聞く。 

鍋を作りながら，参加者同士で情報交

換をする。 

４０３講座室 ほか 
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事 業 名    にいがた市民大学   
 
目 的   市民の高度で専門的な学習要求に応えるとともに，その成果を地域に還元する  

 
実施主体   新潟市生涯学習センター 

 
参加対象    新潟市に在住・在勤・在学する方      参加者数   414名  

 
回 数   7講座・99回   日 数     99日      時 間    230時間    
 
場 所   新潟市生涯学習センターほか        

 
内 容  
 

１ 

期日･時間 テーマ 講師等 

前期:6/11～8/27 

後期:9/10～12/3 

インターネット社会の光と陰、そして未来 

－リスク社会とどう向き合うか－ 

新潟県県警本部サイ

バー犯罪対策室職員 

ほか 

内

容･

方

法 

インターネットの特性を理解し，そこで起こっている現在進行形の動向を追い，ネット社会の

中で，私たちはどう対応すればいいのか，どううまく付き合っていけばいいのかを，様々な事

例の中から段階を踏みながら学び，より良い社会への糸口を探っていくものです。 

 

２ 

期日･時間 テーマ 講師等 

前期:6/6～8/29 

 

いのちの文化論 

－生と死を考える－ 

新潟大学医歯学総合

病院移植医療センタ

ー副部長・病院准教授

 齋藤 和英 ほか 

内

容･
方

法

永遠のテーマである「いのち」について，また。私たちのこれからの生き方について考えていき

ます。 

３ 

期日･時間 テーマ 講師等 

前期:6/7～8/9 

 

古楽器の愉しみ 

 －当時の楽器と奏法で演奏するバロック音楽－ 

新潟大学工学部教授 

 林 豊彦 ほか 

内

容･

方

法

様々な楽器を例にして，実際の音を聞き，古楽器と古楽奏法の魅力について学びます。 

４ 

期日･時間 テーマ 講師等 

前期:6/5～8/28 

後期:10/9～12/11 

新潟の感性豊かなものづくりとその展望 

 

新潟大学産学地域連

携推進機構教授 

 松原 幸夫 ほか 

内

容･

方

法 

「守るべきものは守り，変えるべきものは変える」この経営法に隠されたヒントをもとに，他県

の事例も交えながらこれからのわが国のそして新潟のものづくりのあり方を考えます。 
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５ 

期日･時間 テーマ 講師等 

前期:6/3～8/5 

後期:9/6～1/20 

【大学コンソーシアム連携講座】 

まちづくりの現在と行方 

 

新潟県立大学国際地

域学部教授 

 山中 知彦 ほか 

内

容･

方

法 

新潟で展開している様々な「まちづくり」の現状とその課題，将来の行方について考えていきま

す。 

６ 

期日･時間 テーマ 講師等 

前期:6/6～8/8 

新潟地震から50年 

 －過去の災害をふりかえり次の災害への備えを

高める－ 

新潟大学災害・復興科

学研究所准教授 

 卜部 厚志 ほか 

内

容･

方

法

新潟地震から 50 年がとなりますが，そのとき新潟では何が起きたのか，地震からどのように再

建したのか振り返ります。また，新潟地震に加えて国内で発生した地震，大火，噴火災害による

避難など過去の災害の経験や教訓を学び，これからの災害に対して私たちはどのように備えるべ

きか考えていきます。 

７ 

期日･時間 テーマ 講師等 

前期:6/2～9/8 

後期:9/22～11/17 

激変する自然環境下での農業 

 －バイオテクノロジーからの挑戦－ 

新潟大学名誉教授 

 福山 利範 ほか 

内

容･

方

法

バイオテクノロジーを軸とした品種改良，植物改変の最新の動きを追いかけます。 

 
 

成 果 
 

 

市民の高度で専門的な学習ニーズに応えるため，大学コンソーシアムとの連携による講

座など計７講座を実施し，多様な学習機会の場を提供することができた。 

課 題 大学主催の公開講座等が増えつつある中，にいがた市民大学としての差別化を図り，よ

り魅力を高めていく必要がある。 
 

 
問合せ先  新潟市生涯学習センター学習支援係（担当 武藤 正明）TEL025-224-2088 
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事 業 名    うおぬま市民大学   
 
目 的   魚沼市市民が余暇を活用して、生涯学習に取り組むことができるよう学習機会

を提供し、学ぶ楽しさを味わいながら豊かな生活を送ることができるようにする。     
 

実施主体   魚沼市教育委員会、魚沼市中央公民館  

 
参加対象    どなたでも参加できます            参加者数   延べ１１６２人   

 
回 数    ３回      日 数     ３日      時 間    ８時間   
 
場 所   魚沼市小出郷文化会館  

 
内 容  
 

１ 

期日･時間 テーマ 講師等 

6月29日（日） 

13:00～16:15 

石川雲蝶生誕200周年記念シンポジウム 

～魚沼の宝！愛される雲蝶の魅力と匠～ 

古美術鑑定家/戸栗美術館理事 

中島 誠之助 氏 

内

容･

方

法 

・石川雲蝶生誕 200 周年記念事業実行委員会に、市民大学が協力という形で携わった。 

・基調講演では、中島誠之助氏から「新潟の美術といい仕事」という演題で講演していただい

た。パネルディスカッションでは、伊勢みずほ氏がコーディネーターとなり、「石川雲蝶を

柱とした地域活性化への取り組み」についてパネリスト 4 人から話し合っていただいた。 

２ 

期日･時間 テーマ 講師等 

11月8日（土） 

13:30～16:00 

・広島平和記念式典出席中学生感想発表 

・「平和」をテーマにした講演会 

長岡市国際交流センター長 

羽賀 友信 氏 

内

容･
方

法

・第 1部では、広島平和記念式典に派遣した市内 6中学校の中学生から、広島での体験等を発表

していただいた。 

・第 2 部では、世界の紛争地での体験から共生と安心をキーワードに、「平和」の大切さを考え

るための講演をいただいた。 

３ 

期日･時間 テーマ 講師等 

2月14日（土） 

13:30～16:00 

・「ありがとう作文」優秀賞発表会 

・「感謝」をテーマにした講演会 

ライフセーバー/日本代表監督 

飯沼 誠司 氏 

内

容･

方

法

・第 1部では、「ありがとう作文コンクール」で優秀賞を受賞した児童の発表及び表彰を行う。

・第 2部では、競技に挑戦してきた経験を基にした講演を通じて、挫折を味わいながらも、何か

に挑戦することの意義や、その中で「感謝」の気持ちを持って取り組むことの大切さを確認す

る機会とする。 

 
 

成 果 
 

 

 
・今まで知らなかった魚沼市の魅力に気付けたという声や、平和について再確認すること

ができたという声が多く寄せられた。また、この市民大学を通じて、新たに生涯学習を

始めてみたいという気持ちを持った参加者が、過半数以上いた。生涯学習へのきっかけ

づくりとなるような工夫をさらにしていきたい。 
         

課 題  
 
・テーマにより参加者の年齢層に偏りがある。また、若年層の参加率を上げることが課題。
 

 
問合せ先  魚沼市教育委員会生涯学習課（担当：星野） TEL：025-794-6073 
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事 業 名    長岡市生涯学習推進大学（第６期１年次）   
 
目 的  地区コミュニティセンター、地区公民館における生涯学習に関する事業の協力や

支援等のできる者の育成を目的とする。また、主体的に市民のニーズに対応した

生涯学習に関する事業を推進できる者の育成を目的とする。  
 

実施主体  長岡市中央公民館 

       地区コミュニティセンター・地区公民館  
参加対象  からの推薦者及び自己推薦者          参加者数  ５２名（受講者数） 

 
回 数    １５回     日 数    １５日       時 間   ４０時間  
 
場 所   長岡市中央公認館大ホール及び館外学習・移動教室 

 
内 容  
 

１ 

期日･時間 テーマ 講師等 

平成２６年５月～平

成２６年１２月 

 

「生涯学習と推進委員の役割」 

～人・もの・ことの関わりから知識を得る～ 

大学教授、学芸員、各

見学施設長及び職員、

市社会教育委員、市職

員、リーダー育成コン

サルタント 

 

内

容･

方

法 

・２年間を学習期間として、「一般教養」「リーダー研修」「地域づくり」「生涯学習推進」

の４領域を設定し、各領域ごとに３～４回程度を学習し、年間１５回（通算３０回）の講座

を実施する。 

・受講者を９グループに編成して講座の準備や講師接待等の役割を分担し、グループごとのま

とまりを大切にしながら自主的に運営する。 

・定期的に学級会を開催し、受講生の親睦を図るとともに、受講生の現状を把握しながら運営

する。 

 
 

成 果 
 

 

・１年次ということもあり受講生同士の人間関係を構築するために、学級会の開催や班活

動と各班の交流を多く取り入れることにより、励まし、支え合いながら講座等に参加す

る姿が多く見られた。生涯学習への志が高く、意欲的に館外学習・移動教室に参加し、

質問をする姿が見られた。 
 

課 題 
・受講生は広範囲から、自家用車又は家族から送迎をしてもらい受講している。１年次の

平均出席数４７人、平均出席率９０％であった。２年次では、数値目標を設定し取り組

んで行きたい。 

 
問合せ先  長岡市中央公民館（担当：内山）℡：0258-32-0437 
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事 業 名    まちなか大学   
 
目 的  長岡技術科学大学、長岡造形大学、長岡大学、長岡工業高等専門学校を連携し、

各大学の特色を生かした講座を開催。一般市民の皆さんから地域の高等教育機関

の専門性に触れ、深い学びを実現する。                   
 

実施主体   まちなかキャンパス長岡運営協議会                     

 
参加対象   一般市民            参加者数   1,361人（12/15現在延人数） 

 
回 数   12講座（56回）    日 数   56日（述べ数）  時 間   94時間  

 
場 所   まちなかキャンパス長岡 301会議室ほか（現地学習あり）           

 
内 容  
 

１ 

期日･時間 テーマ 講師等 

平成26年5月～12月

（各回1時間30分程

度） 

大人向け10講座（国際交流、コミュニケーショ

ン、健康、防災、歴史、建築、食、長岡野菜、

環境、ファシリテーション） 

親子向け2講座（天体望遠鏡づくり、いきもの） 

 

長岡技術科学大学、長

岡造形大学、長岡大

学、長岡工業高等専門

学校教員、企業、NPO

法人 ほか 

 

内

容･

方

法 

・本格的な内容をじっくり学ぶことができるよう、5 回連続講座としている（親子向けは 3 回

連続） 

・7 割以上の出席で修了証を発行。学びを意欲を啓発している。 

・受講生には、まちなかキャンパス長岡学生証を発行し、カードリーダーで出席を取る。また、

約 100 店舗の協力店で学割が使えるなど、学生らしさを演出。 

 

 
 

成 果 
 

 

 
・多くの市民から受講いただいた。また、内容についても概ね好評であり、学ぶことへの

期待と意欲が感じられた。 
 

 

課 題 
・新規受講生の獲得（特に若年層）。 
・受講生アンケートなどの講座の要望などから、ニーズをよく把握し、講座の工夫・組み

立てに努める。 
・まちなか大学院へつながるテーマの発掘。 
 

 
問合せ先  長岡市生涯学習文化課まちなかキャンパス長岡（担当：五十嵐）TEL：0258-39-3300 
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事 業 名    まちなかカフェ   
 
目 的  「学びの入り口」として、市民に学ぶきっかけを提供。飲み物を飲みながら気軽

に受講できる単発講座。  
      単発講座で岡技術科学大学、長岡造形大学、長岡大学、長岡工業高等専門学校を

連携し、各大学の特色を生かした講座を開催。一般市民の皆さんから地域の高等教育機関

の専門性に触れ、深い学びを実現する。                   
 

実施主体   まちなかキャンパス長岡運営協議会                     

 
参加対象   一般市民            参加者数   735人（12/12現在延人数） 

 
回 数   52講座（52回）    日 数   52日（述べ数）  時 間   88時間  

 
場 所   まちなかキャンパス長岡 サイエンスカフェコーナー、創作交流室 ほか      

 
内 容  
 

１ 

期日･時間 テーマ 講師等 

平成26年4月～平成27

年3月（各回1時間30

分程度） 

サイエンス：5講座、歴史：2講座、芸術：5講

座、多文化：9講座、防災：3講座、ビジネス：

6講座、食：4講座、若者：3講座、こども：10

講座、長岡再発見：5講座 

 

長岡技術科学大学、長

岡造形大学、長岡大

学、長岡工業高等専門

学校教員、企業、NPO

法人、行政職員 ほか

 

内

容･

方

法 

・リラックスして受講してもらうため、受講生にコーヒーや紅茶などの飲み物を提供。 

・講師（ゲスト）と受講生の双方向コミュニケーションを図るため、定員 20 人という少人数

を基本としている。 

・気軽に来て、見学できるよう、オープンスペースで実施している。見学は申し込み不要・無

料（ただし、飲み物、資料なし）。 

 

 
 

成 果 
 

 

 
・20～30代の若い年齢層の受講者が目立った。若者に好まれるテーマに絞り込むことや気

軽に受講できる単発型、カフェスタイルが好評だったと思われる。 

・子ども向け講座は、今年から抽選に変更。全ての講座で定員を大きく上回り、潜在的ニ

ーズの再確認ができた。 
 

 

課 題 
・講師（ゲスト）によっては、双方向コミュニケーションが生まれにくい場合もあり、会

話集を作成し、その周知に努めたが、一部の講座では、その成果が得られなかった。会

話集の内容を精査するとともに、講師への事前説明をしっかりと行う。 
・講師と受講生をつなぐファシリテーターの役割を強化し、コミュニケーションの促進を

図る。 
 

 
問合せ先  長岡市生涯学習文化課まちなかキャンパス長岡（担当：五十嵐）TEL：0258-39-3300 
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子どもと関わる 

すべての方へ講座のご案内 

 

期日・会場 講師 内容 申込 

 

９月２８日（日） 

13:30～15:30 

２階 講堂 

 

15:40～16:00 

２階 講堂 

 

 

錦 恵美子 氏 

（新潟県立大学 

  非常勤講師） 

 

中央図書館職員 

 

「子どもの心を育てる絵本の世界」 

子どもにとって絵本とは？絵本の持つ

力についてお話いただきます。 

定員 １８０人 

「ブックスタートボランティア 

について」 

ブックスタートボランティアの話を 

します。希望する方には、今後ボラン 

ティアとして活動していただきます。 

 

９月９日（火）から 

当館窓口・電話・ＨＰ 

にて受付 

 

申込み不要 

上記の講座を受講し

た方で希望する方 

 

①１０月４日（土） 

10:00～12:00 

②１０月１８日（土） 

10:00～12:00 

２階 講堂 

※２回連続講座 

 

 

伊藤 美智子 氏 

（野いちご文庫 

    スタッフ） 

 

「子どもと楽しむ季節のわらべ歌」 

①お正月から春のわらべ歌を中心に 

②夏から冬のわらべ歌を中心に 

子どもと楽しめる、季節のわらべ歌を 

教えていただきます。 

定員 ５０人 

 

 

９月９日（火）から 

当館窓口・電話 

にて受付 

 

 

１１月８日（土） 

13:30～15:30 

２階 講堂 

 

阿部 恵 氏 

（道灌山学園保育福祉 

専門学校保育部長・ 

道灌山幼稚園主事） 

 

「子どもと楽しむパネルシアター」 

パネルシアターの演じ方について 

お話いただきます。 

定員 １８０人 

 

１０月２１日（火）

から 

当館窓口・電話・ＨＰ 

にて受付 

 

●会場：中央図書館   ●受講料：無料   ●対象：高校生以上  

●一時保育：１週間前までにお子様のお名前・年齢をお知らせください。 

対象は６ヶ月以上です。（各講座先着１０名） 

 
長岡市立中央図書館 

〒940-0041 長岡市学校町 1－２－２ 

0258－32－0658 

ホームページ http://www.lib.city.nagaoka.niigata.jp 

 初歩的な絵本の講座から、実践的な講座まで幅広く開催します。子育て中の親御さんや、ボラン

ティアとして活動されている方など、子どもと関わる多くの方からご参加いただきたい内容です。 
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事 業 名    まちなかお散歩写真   
 
目 的   まちなかの魅力ある風景や歴史的建造物などを対象にした写真撮影やその展示  

を行い、写真の楽しさを学ぶとともに、スマートウエルネス三条の視点をもって、

まちなかの魅力を発信しながら、自律的に歩くことを基本とする「健幸」なまち

（スマートウエルネスシティ）の構築を促進する。  
 

実施主体  三条市中央公民館 

 
参加対象  主に三条市民                 参加者数  ７人 

 
回 数   撮影１回 展示２回  日 数  撮影１日 展示48日間  時 間  3.5時間  
 
場 所  三条市中央公民館ほか  

 
内 容  
 

１ 

期日･時間 テーマ 講師等 

11月19日（水） 

13:00～16:30 
まちなかの撮影体験 

デジタルフォトアド

バイザー 

田村 栄一 様 

内

容･

方

法 

①開講式（30 分） 

・公民館の会議室で、講師が写真撮影について説明 

②まちなか散策・撮影（60 分） 

・まちなかに出て、思い思いの写真を撮影 

・まちあるきをしながら、講師が歴史的建造物やまちなか 

の小路、三条の歴史を解説 

③講評会（90 分） 

・再び公民館の会議室で、撮影してきた写真を講師が講評 

２ 

期日･時間 テーマ 講師等 

12月11日（木）～ 

２月２日（月） 

まちなかフォトギャラリー① 
― 

内

容･

方

法 
撮影体験で撮影した写真を中央公民館ロビーに展示する 

ことで、活動の成果を発表する場とするとともに、写真 

を見た来館者が「自分もまちなかを歩いてみたい」、「写 

真を撮影してみたい」と思うような気運を醸成する。 

 

 

 

 

３ 

期日･時間 テーマ 講師等 

２月28日（土）～ 

３月１日（日） 
まちなかフォトギャラリー② ― 

内

容･

方

法

撮影体験で撮影した写真を中央公民館作品展で展示することで、活動の成果を発表する場とする

とともに、写真を見た来館者が、「自分もまちなかを歩いてみたい」、「写真を撮影してみたい」

と思うような気運を醸成する。 
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成 果 
 

・普段は歩くことのないまちなかの魅力を再発見し、生まれ育った三条の歴史を知るこ 
 とができた、これを気に今後もまちなかや近所を歩いてみたいという声が寄せられた 
 ことから、市民の外出促進につなげることができたと思われる。 
・講座実施後に発表の機会を設けることで、公民館での活動を来館者に周知することが 
 でき、他の公民館事業に対しても関心を持ってもらうことができた。 

 

課 題 
・事業の周知方法を見直し、より多くの方から参加していただけるような広報活動をす 

る必要がある。 
・今後も「思わず歩いてしまう」ようなまちづくりを推進するため、屋外での事業展開 

や魅力ある講座づくりに向けて検討を重ねる。 
 
問合せ先  三条市中央公民館（担当：鈴木） TEL：0256-32-4811 
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事 業 名    まちなか雪と灯りのコンチェルト   
 
目 的   市民が生涯学習、交流の場として利用している公民館を、もっと身近に感じ  

て気軽に利用していただくため、ＰＲ事業を実施し新たな利用者の掘り起こ

しと公民館の利用促進を図る。  
 

実施主体  三条市中央公民館 

 
参加対象  市民                     参加者数  500人  

 
回 数   １回       日 数   １日        時 間  ３時間     
 
場 所  三条市中央公民館 

 
内 容  
 

１ 

期日･時間 テーマ 講師等 

12月23日（火・祝） 

18:00～21:00 
キャンドルイベント ― 

内

容･

方

法 

中央公民館周辺（敷地周り）をキャンドルで囲み、冬 

の幻想的な雰囲気を演出。キャンドルを 1000 個設置。 

（中央公民館と周辺小路等を PR、地域交流の機会を創出） 

 

 

 

２ 

期日･時間 テーマ 講師等 

12月23日（火・祝） 

18:30～21:00 

焚き火体験 三条シェアリングネ

イチャーの会 

鳥羽 和明 様 

内

容･
方

法 

公民館駐車場で焚き火を行う。 

鉈での薪割り体験や、実際に薪をくべて火を点ける作業、 

さらに、火の活用として焼き芋・焼きマシュマロ作りを 

体験してもらう。 

（「焚火台」を使用することによる安全な火気使用方法を PR） 

 

３ 

期日･時間 テーマ 講師等 

12月23日（火・祝） 

19:00～20:00 
日本酒地酒講座、試飲体験 

酒店店主  

小松 正明 様 

内

容･

方

法 

地元商店街の酒店から協力をいただき、公民館で日本酒に 

関する講座を開催する。参加費は一人 300 円。 

また、講座に参加しない人でも、講座終了後に行う「日本 

酒試飲（利き酒）体験」ができる。参加費は一人 200 円 

（日本酒地酒講座と「利き酒」体験で大人の参加を促進） 

 

４ 

期日･時間 テーマ 講師等 

12月23日（火・祝） 

19:00～20:00 
たのしいワークショップ 生涯学習課職員 

内

容･

方

法 

気軽に体験できるコーナーを設け、物を作る楽しさを感じ 

てもらう。 

・飛び出すクリスマスカード作り 

・キャンドル作り 

（参加者間の交流機会を創出） 
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５ 

期日･時間 テーマ 講師等 

12月23日（火・祝） 

19:00～19:30 
冬花火 ― 

内

容･

方

法 

来場した子どもを対象に手持ち花火を配り、 

季節外れの花火を雪の中で楽しんでもらう。 

（子どもたちが公民館に来るきっかけづくり） 

６ 

期日･時間 テーマ 講師等 

12月23日（火・祝） 

19:30～20:30 
まちなかコンサート 

歌 

長桶 康子 様 

ピアノ 

浅野 加歩理 様 

内

容･

方

法

普段、公民館事業等で講師をしていただいている方 

からコンサートを開催してもらい、夜のひとときを 

過ごしてもらう。 

（発表機会の提供、新たな来館者の掘り起こし） 

７ 

期日･時間 テーマ 講師等 

12月23日（火・祝） 

18:00～21:00 
話題の移動販売車 大集結！ ― 

内

容･

方

法

さまざまなイベントに出店し話題になっている動販売店に協力いただき、公民館駐車場を会場 

としたフードコートを展開する。 

（既成概念にとらわれない、柔軟な貸館事業の PR） 

８ 

期日･時間 テーマ 講師等 

12月23日（火・祝） 

18:30～19:00／ 

19:30～20:30 

クリスマスシアター ― 

内

容･

方

法

まちなかコンサート開催中の子どもたちの居場所として、クリスマスにちなんだ映像作品を上映

する。 

（子どもたちが公民館に来るきっかけづくり） 

９ 

期日･時間 テーマ 講師等 

12月23日（火・祝） 

18:00～21:00 
生涯学習課主催事業の活動紹介 ― 

内

容･

方

法

中央公民館が生涯学習の情報発信拠点ということから、年の主催事業の活動風景を紹介した映像

を上映し、来場者の方々に活動内容を知ってもらう。 

（職員を身近に感じてもらうことで来館しやすい雰囲気づくり） 

 
 

成 果 
・全てのイベントにおいて、来場者の方々から「楽しかった」という声をいただいた。 

本事業を通して「公民館では楽しいイベントを行っている」というＰＲをすることがで

き、より身近な施設であると感じていただくことができたと思われる。 
 

課 題 
・風雪によりキャンドルの火が消えてしまった場所がいくつかあったので、設置方法や 

構造を検討する。 
・より多くの方々から参加していただけるよう、広報活動を見直す。 

 問合せ先  三条市中央公民館（担当：小熊） TEL：0256-32-4811 
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事 業 名    わんにゃん教室   
 
目 的  犬猫の飼い主が、飼い方がわからず近隣住民に迷惑をかけてしまう事がないよう  

に基本的な飼い方や、問題行動の対処法を学び、飼い主としての教養・意識の向上

を図る。また、「命の大切さ」を知ってもらうことも目的とする。  
 

実施主体     津南町教育委員会生涯学習班     

 
参加対象        町民           参加者数    延べ ２５名    

 
回 数     ２回     日 数     ２日      時 間   ３時間   
 
場 所    津南町公民館（津南町文化センター）    

 
内 容  
 

１ 

期日･時間 テーマ 講師等 

4月27日（日） 

13：30～15：00 
今どきの基本的な飼い方 

 

新潟県動物愛護推進員

笛木美帆子さん 

大平順子さん 

内

容･

方

法 

・「今どきの猫の飼い方」（13：30～14：00） 

 餌の選び方、完全室内飼育、不妊去勢手術等、基本的な猫の飼い方について。 

・「今どきの犬の飼い方」（14：00～14：30） 

 犬の登録、予防接種、鑑札、しつけ、不妊去勢手術等、基本的な犬の飼い方について。 

・質疑応答（14：30～15：00） 

２ 

期日･時間 テーマ 講師等 

11月30日（日） 

13：30～15：00 
適正な飼い方・命の大切さを学ぶ 

 

新潟県動物愛護推進員

笛木美帆子さん 

大平順子さん 

内

容･

方

法 
・「猫の適正な飼い方と野良猫について」（13：30～14：00） 

 事前に受け付けた質問に答えながら猫の適正な飼い方を指導。野良猫のいない地域づくりに

ついて。 

・「犬の適正な飼い方」（14：00～14：30） 

 事前に受け付けた質問に答えながら犬の適正な飼い方を指導。 

・質疑応答（14：30～15：00） 

 
 

成 果 
 

 

自然豊かな地域のため猫は出入り自由で飼っている家が多く、苦情の原因となってしま

っているが、今回の講座で完全室内飼育についての説明があり参加者からは理解いただ

けた。また、「吠える」等の問題行動は無意味ではなく必ず原因があることなど、飼い

主としての知識を深めていただけた。 
 

課 題 
 
野良猫が多い地域であるため、野良猫で困っている住民に対して働きかけが必要。 

 
問合せ先  津南町教育委員会生涯学習班（津南町公民館内）担当：冨沢茉央 ℡025‐765‐3134 
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事 業 名    櫛形山脈縦走チャレンジ   
 
目 的   地元の日本一小さな山脈「櫛形山脈」を縦走し、参加者の健康維持と体力作り  
             の機会とする                                  

 
実施主体   加治川地区公民館  

 
参加対象   市民(健康で山登りの経験のある方)        参加者数   ３７名   

 
回 数     １回     日 数     １日      時 間   ８時間     
 
場 所   櫛形山脈（胎内市～新発田市）   

 
内 容  
 

１ 

期日･時間 テーマ 講師等 

６月８日（日） 

7:00～16:00 

木々の若葉や遠望を楽しみながら櫛形山脈縦

走にチャレンジする 

 

加治川山の会会員 

 

内

容･

方

法 

○日程 

※集合(公民館)6：45 ※登山開始（胎内市羽黒 7：40）～縦走 ～下山（箱岩峠 15：40） 

○注意点 

①登山指導と安全管理のため、各班毎に山の会会員を 

配置した。 

②８時間の長時間山行となるため歩行ペースの配慮と 

適度な休憩時間の確保。 

③緊急時のエスケープルートの確認と登山道の下見。 

 

 

 
 

成 果 
 

 
縦走を通じて参加者同士の連帯感や融和が図られ、達成できた満足感を味わう事ができ

た。また、身近にあるふるさとの自然を体全体で感じ取ることができた。 

 

課 題 
・緊急時に対応するエスケープルートや林道通行の確認。 
・新たな縦走コースの検討と登山時期の検討（花の開花時期に合わせる） 
 

 
問合せ先  加治川地区公民館業務係 (担当：奥村 洋) TEL：0254－33－2433 
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新緑の櫛形山脈縦走にチャレンジです！ 

新発田市と胎内市にまたがる櫛形山脈は日本で一番小さな山脈として知られています。主峰

櫛形山や鳥坂山からの眺めは飯豊連峰や二王子岳を間近に望み、蒲原平野と日本海を見下ろす

大パノラマが楽しめます！ 

   

と き  ６月８日(日) 午前７：００～午後 4：００  ※少雨決行！ 

 

集 合  加治川地区公民館 午前６：４５分までに集合ください 

 

行 程  胎内市：羽黒(宮ノ入)➠鳥坂山➠櫛形山➠新発田市：箱岩峠（約 8時間の山脈縦走） 

 

料 金  ３００円(保険代ほか)  

 

定 員  ３０人（先着）                             ※定員になり次第、受付を締め切ります。 

※当日は長時間(約８時間)の登山となります。 

※申込者には後日、集合時間等の連絡をします。  

対 象  健康で山登りの経験のある方。 

 

服装・持参品  昼食・おやつ・水筒・雨具・タオル・ごみ袋・敷物。 

          登山に適した服装及び装備。 

 

申込み方法  ５月７日(水)～２３日（金）までに電話でお申込みください。 

 

その他   天候により実施が危ぶまれる場合、朝５：３０以降にお問い合わせください。 

 

申込み・問合せ先  加治川地区公民館 ☎３３－２４３３ 
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事 業 名    男女共同参画講座「今から始めるワークライフバランス実践講座」   
 
目 的   グループワーク等を取り入れる等、実践的な形式で、ワークライフバランス（仕 

事と生活の調和）に関する講座を開催し、学習機会を提供することで、参加者の

ワークライフバランスに関する意識啓発を行い、男女が共に働きやすいまちづく

りの一助となるよう講座を開催するもの。  
 

実施主体   見附市まちづくり課生涯学習推進係・男女共同参画事業推進懇談会委員 

 
参加対象   経営者、人事や総務担当者等  参加者数  のべ３１人（定員３２名） 

 
回 数     ２回     日 数    ２日       時 間   のべ ６時間  
 
場 所   見附市市民交流センターネーブルみつけ                     

 
内 容  
 

１ 

期日･時間 テーマ 講師等 

１２月８日 
13:30～16:30 
 

・「ワークライフバランスとは」（導入） 

・個人とチームの業務を改善し、生産性をＵＰ

させる「働き方の見直し講座」（実践①） 

たかの社会保険労務

士事務所代表 
高野真規様 

内

容･

方

法 

前半は講義形式で実施。 

後半はグループワーク中心に実施。 

 

 

 

 

 

      講義の様子     グループワークの様子       発表の様子 

２ 

期日･時間 テーマ 講師等 

１２月１５日 
13:30～16:30 
 

・働くあなたのための「メンタルヘルスケア講座」

（実践②） 

・グループワーク「学んだことを話し合おう！

自分にできることは？」 

たかの社会保険労務

士事務所代表 
高野真規様 

 

内

容･

方

法

個人で行うワークやグループワークを多く取り入れながら実施。 

 
 

成 果 
 

 

・様々な業種の方が集まって、様々な立場から話し合いを行え、様々な意見を聞くよい機
会となった。 

 

課 題 
・より多くの業種や職種、立ち場の方が集まると良かった。

 
問合せ先   見附市まちづくり課生涯学習推進係      Ｔｅｌ  ０２５８－６２－７８０１ 
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「ワークライフバランス実践講座」参加申込書 

お名前 ご住所 お電話番号 お勤め先・役職等 

    

    

    

託児利用は右記に記入ください お名前
ふ り が な

：            (年齢：   才・性別：   ） 
 

１２月８日(月) 

13:30～14:50 

15:00～16:30 

１２月１５日(月) 

13:30～15:10 

15:10～16:30 

 

「ワークライフバランスとは」（導入） 

個人とチームの業務を改善し、生産性をＵＰさせる「働き方の見直し講座」（実践①）

 

働くあなたのための「メンタルヘルスケア講座」（実践②） 

グループワーク「学んだことを話し合おう！自分にできることは？」 

日にち  １２月８日(月)・１５日(月) 
  午後１時３０分～４時３０分まで 

会 場  市民交流センター ネーブルみつけ 研修室１ 

     （見附市学校町１－１６－１５） 

対 象  経営者様、人事や総務担当者様、ご興味のある方はどなたでも 

定 員  定員３２名（先着順。１回ごとの参加も可能とするが、連続受講の方を優先）

申込み  １２月３日(水)までに下記参加申込書を見附市役所まちづくり課へ。 

※電話またはＦＡＸも可(☎ 0258-62-7801  FAX 0258-62-7810) 

託 児  １１月３０日(日)までに申込みが必要です。（託児一人３００円） 

      ※生後６カ月～就学前までのお子さんに限る。 

□残業が日常化している…社内の雰囲気をなんとかしたい…！ 

□社内でワークライフバランス推進を行いたい…！ 

□時間を有効につかって、仕事を進めたい…！ 

□仕事だけでなく、家庭の時間や自分の時間もとりたい…！ 

□仕事を早く終わらせ、その時間をスキルアップのための時間に使いたい…！ 

＝＝＝＝＝ひとつでも☑があった方はまずはご参加ください！＝＝＝＝＝ 

ワークライフバランスって何？「仕事と生活のバランスを保つってことでしょ？」

「女性のための福利厚生のことでしょ？」「お金がかかるから中小企業ではできな

い」・・・、なんて思っていませんか？ 

いいえ、違います。ワークライフバランスとは、私生活の中で得たアイディアを仕

事の中に取り込んだり、仕事で得た知識を私生活に活かしたり、「ワーク」と「ライ

フ」が良い循環でまわっていくことです。 

実践を通じてワークライフバランスを学びます。社員研修としてもどうぞ。 

講師は、 
たかの社会保険労務士事務所 

代表 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高野
た か の

 真
ま

規
き

さん 
※プロフィールは裏面参照 

きりとり 

見附市役所まちづくり課行き(☎ 0258-62-7801 FAX 0258-62-7810) 

日にち 

ところ 

対 象 

定 員 

申込み 

託 児 

詳 細 

参加費

無 料 
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事 業 名    縁結び研修会   
 
目 的  未婚者の方たちを良縁につなぐには何ができるか考える機会とする。  

 
実施主体  燕市教育委員会社会教育課 

 
参加対象  燕市在住、在勤の方              参加者数  延べ65人 

 
回 数   ２回       日 数   ２日        時 間  延べ4.5時間 
 
場 所  （１回目）吉田産業会館、（２回目）燕市中央公民館  

 
内 容  
 

１ 

期日･時間 テーマ 講師等 

９月 20 日（土） 

9:30～11:30 
縁結び研修会（講演） 

ＮＰＯ法人花婿学校 

代表 大橋清朗 様

内

容･

方

法 

（講演）結婚のススメ～今あなたができること～ 

近年の未婚者の結婚観、市民ができる未婚者への応援方法、

縁結びサークルの役割などを講演。 

 

 

 

２ 

期日･時間 テーマ 講師等 

10月４日（土） 

9:30～12:00 
縁結び研修会（実践編） 

ＮＰＯ法人花婿学校 

代表 大橋清朗 様

内

容･

方

法 

燕市の少子化の現状、婚活イベントの進め方、未婚者の相談の受け方、個人情報の取り扱い方な

ど、活動するうえでの知識の習得。 

 
 

成 果 
 

・アンケートの結果によると、研修を受けての受講者の満足度は、第１回目・２回目とも

「満足」、「やや満足」を合わせて90％を超え高かった。親御さん世代が多く受講して

いるため、身近な人への結婚への後押しが期待でき、有意義な研修会であった。 

 

課 題 
・２回の研修終了毎にサークルへの参加応募を呼びかけたが応募は３名にとどまり、会員

数は社会教育委員7名と合わせて10名となった。婚活イベントの実施、お見合いのセッ

ティングなど縁結びの活動の必要性は認識しつつも、サークル加入まで至る人は少なか

った。 

 
問合せ先  燕市教育委員会 社会教育課（担当：本間聖規） 電話0256-77-8366 
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 縁結び世話人サークルの設立を支援するため研修会を開催します。 

 未婚者の方たちを良縁につなぐには何ができるかみんなで考えて 

  みませんか？ 

 

～市内の未婚の方たちを良縁へつなぐ～ 

「結婚したい！」を応援したい!! 

 
  
 
 
 
 
 第１回目 第２回目 

日 時 
9 月 20 日（土） 

  9：30～11：30 

10 月 4 日（土） 
      9：30～12：00 

会 場 吉田産業会館 
１階 視聴覚室 

中央公民館（総合文化センター内） 
3 階 小ホール 

内 容 
(講演) 結婚のススメ 

～今あなたができること～ 

・婚活イベントの進め方 

・未婚者の相談の受け方 など 

対象者 燕市在住、在勤の方 

 
※ １回目と２回目では内容が異なります。どちらか一方のみの参加も可能です。 

※ 9 月 20 日の研修当日に、縁結び世話人サークルのメンバーも募集します。 
 

講師 大
おお

 橋
はし

 清
きよ

 朗
はる

 氏 
 
 
■主催 燕市教育委員会 
 
 
 
 
 
  

■主催 燕市教育委員会 

■申し込み先・問い合わせ 社会教育課（燕市役所 3 階⑯窓口） 

電話 0256-77-8366（電話での申し込みも可能です。） 

■申込期限 9 月 17 日（水）まで 

Profile 
 

婚活コンサルタント／ＮＰＯ法人花婿学校 代表／ 社団法人パフ

ォーマンス教育協会 ｢認定インストラクター｣ 

 

ＴＶ「ガイアの夜明け」、「ホンマでっか!?ＴＶ」、「めざせ！

会社の星」など各新聞、雑誌など、これまで 150 件以上のマス

コミに取り上げられています。 

 

受講 

無料 
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